
現況値

率(%) 10.3 11.2 12.3 13.1 13.8
Ａ 250.35 274.51 301.79 319.90 337.51
Ｂ 2441.19 2441.39 2446.93 2449.86 2452.80

率(%) 10.3 11.3 12.4 13.1 13.8
Ａ 251.92 276.41 303.36 321.47 339.08
Ｂ 2441.19 2441.39 2446.93 2449.86 2452.80

率(%) 29.9 31.9 32.9 33.9 35.0
Ａ 729.31 778.47 803.84 830.76 857.72
Ｂ 2441.19 2441.39 2446.93 2449.86 2452.80

計画の成果目標
（定量的指標）

一宮市内における管路の耐震適合率の向上（Ｒ３年度当初：　10.3％　→　Ｒ７年度末：　13.8％）

一宮市内における法定耐用年数超過管路率の抑制（Ｒ３年度当初：　29.9％　→　Ｒ７年度末：　35.0％）

R5
年度末

R6
年度末

R7
年度末

　　定量的指標の定義及び算定式 備考項目

定量的指標の現況値及び目標値
目標値

令和5年9月29日

計画の目標 水道施設の耐震化に併せて老朽施設の更新により災害に強いまちづくりを図る

R3
年度
当初

R3
年度末

R4
年度末

法定耐用年数超過管路率（％）：Ⓐ法定耐用年数を超えている管路延長（㎞）／Ⓑ管路延長（㎞）

管路の耐震管率（％）：Ⓐ耐震管延長（㎞）／Ⓑ管路延長（㎞）

管路の耐震適合率（％）：Ⓐ耐震適合性のある管路延長（㎞）／Ⓑ管路延長（㎞）

様式4

生活基盤施設耐震化等整備計画（１／２）

計画の名称 一宮市水道事業耐震化計画

計画の期間 令和４年度　～　令和７年度　（４年間） 補助対象 一宮市

一宮市内における管路の耐震管率の向上（Ｒ３年度当初：　10.3％　→　Ｒ７年度末：　13.8％）



（単位：千円）

Ａ　水道施設等耐震化事業

事業 地域

種別 種別 R3 R4 R5 R6 R7

16,900 70,500 35,900 18,800

0 16,900 70,500 35,900 18,800

Ｂ　水道事業運営基盤強化推進等事業

事業 地域

種別 種別 R3 R4 R5 R6 R7

0 0 0 0 0

Ｃ　官民連携等基盤強化支援事業

事業 地域

種別 種別 R3 R4 R5 R6 R7

0 0 0 0 0

令和5年9月29日

生活基盤施設耐震化等整備計画（２／２）

2

2

中事項 小事項

1

0 0合計

0

事業箇所
（市町村名）

0

全体補助額

合計

0

0 0

番号 全体事業費

中事項 小事項
全体補助額

事業区分
事業内容

事業内容 備考

902,402 142,100

3

01

番号 全体事業費
事業区分 上段：事業実施期間／下段：当該年度補助額

合計

事業箇所
（市町村名）

0

更新管路延長　2.2km
（ダクタイル鋳鉄管、ステンレス管、ポ
リエチレン管、塩化ビニル管）

一宮市

2

中事項 小事項

1 上水 一般
水道管路耐震化
等推進事業

番号 事業内容
事業箇所
（市町村名）

水道管路緊急改
善事業

全体事業費 全体補助額
上段：事業実施期間／下段：当該年度補助額

0 Ｃ 0

0

902,402 142,100

Ｄ 0 Ｅ 0

全体事業費
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ）

902,402 Ａ 902,402 Ｂ 0 Ｄ 0 Ｅ 0

事業区分
備考

上段：事業実施期間／下段：当該年度補助額
備考

全体補助額
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ）

142,100 Ａ 142,100 Ｂ

0 Ｃ



Ｄ　水道事業におけるIoT・新技術活用推進モデル事業

事業 地域

種別 種別 R3 R4 R5 R6 R7

0 0 0 0 0

Ｅ　生活基盤施設耐震化等効果促進事業

事業 地域

種別 種別 R3 R4 R5 R6 R7

0 0 0 0 0

番号
事業区分

事業内容
事業箇所
（市町村名）

全体事業費 全体補助額
上段：事業実施期間／下段：当該年度補助額

備考
中事項 小事項

合計 0 0

2 0

1 0

番号
事業区分

事業内容
事業箇所
（市町村名）

全体事業費 全体補助額
上段：事業実施期間／下段：当該年度補助額

備考
中事項 小事項

合計 0 0

2 0

1 0


